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〔第1号議案〕令和2年度事業報告承認の件

令和 2年度事業報告
概 況

法人会の「基本理念」に則り、よき経営者を目指すものの団体として、納税意識の向上と企業経営及び社会の

健全な発展に貢献するための事業を、感染症対策を講じつつ積極的に実施した。

また、研修の充実、会員サービスの周知のほか、会の認知度向上に努めるなどして、組織の拡大。強化に努め

た。

特筆すべき事項は以下のとおりである。

1.会員増強活動について

組織の充実強化を図るため、新たに会員増強期間 (5～ 6月 、10～ 12月 )を設け、協力3社とも連携し、会

全体が一九となって次に掲げる取組等により積極的な会員増強を図ることとしたが、感染症拡大に伴う経

済状況等により、年間を通じた組織的な取組が十分に実施できなかった。

(1)常議員を含めた各部会・支部役員数を最低 目標として目標数を定め、一層の増強活動に努める。

(2)個人事業者をも含めた「特別会員」としての入会勧奨イこも力を注ぐ。

(3)平成28年度より、新入会員紹介キャンペーンとして紹介者にクオカードを贈呈する施策を継続実施。

2.納税意識高揚及び地域社会 (企業)貢献活動

(1)租税教育と「税に関する絵はがきコンクール」

①青年部会による租税教室は、感染症拡大防止のため、すべて中止となった(前年5校9回 )。

②女性部会による「税に関する絵はがきコンクール」の作品応募を京橋管内の公立小学校H校に募り、

9校の小学校より、大幅に増加した前々年と同程度である222点の応募を得、入賞作品を主要施設に

展示した(前年7校、240点 )。

(2)第4回「会員交流会 (企業間異業種交流会 )」 の開催

管内の異業種事業経営者同士の情報交換の場として、また、会員増強の場として開催してきた異業

種交流会は会員交流会と名称変更し、感染症対策として、第一部を講演会とし、第二部は新入会員の

紹介のほか10月 からの会員増強期間に向けて機運を高めるため、シュプレヒコールを行つた。

(3)支部単独による地域社会。地域企業への貢献事業等

第 7・ 8支部の事業として、平成24年から、節電の喚起と親子のコミュニケーションを願つた「お絵か

き団扇」の贈呈を行つており、中央区内の全公立13幼稚園に約2,000枚のウチフを寄贈した。贈呈式

は晴海幼稚園と社会福祉協議会で実施した。

また、前中央区長等による講演会と交流会も実施した。

(4)「 ぎんざ寄席」等の中止

第12回文化芸能公演会「ぎんざ寄席」、健康福祉まつり及び青年部30周年行事は、いずれも中止とな

った。             
｀

なお、女性部では、健康福祉まつりでのチャリティーハ
゛
サ―゙に替えて、タオル、手ぬぐいの寄付を募り、社

会福祉協議会に寄贈した。

3.税制税務研究並びに提言に関する活動

(1)全国法人会

第15回全国女性フォーラム・愛媛大会、第37回全国大会・岩手大会及び第34回全国青年の集い。島根

大会は、いずれも中止となった。

(2)提言活動の実施

会長、税制委員長並びに関係役員が、中央区長、中央区議会議長を訪問し、日本橋法人会との連名
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により、「令和3年度の税制改正に関する提言要望書」の趣旨説明と提言活動を実施した。

4.研修事業の充実とリモー ト化

特別説明会においては、ニーズの多い交際費、法人税の仕組み、源泉所得税、年末調整等に際して

の留意事項などのほか、軽減税率制度実施後のポイントや電子帳簿等保存制度など時流に応じたテー

マを、また、これまで実施したことのなかった印紙税の取扱い、国際源泉(人的役務)、 地方税の仕組みと

注意を要する事項などのテーマや公益法人を新たに対象とした研修会の開催など、研修事業の充実を

図つた。

また、青年部会主催の経営者セミナーにおいては、Twnterの 活用方法や会社法を活用した事業承継

対策など、新たな観点からのセミナーも開催した。

昭和53年から継続して全支部統一テーマで開催する秋の支部別統一研修会では、「補助金・助成金

の活用のポイント」と「融資の受け方テクニック」の二つのテーマで開催したが、全支部の参加者は88人

(前年291人 )と低調であった。

なお、上半期の事業については、感染症対策の観点から、中止・延期した事業があったほか、下半期

の研修会や理事会、委員会においては、デジタル化への対応と感染症対策の観点から、WEB併用で開

催した。

5.広報の充実

会報誌「法人きょうばし」に前年に引き続き新入会員紹介を掲載したほか、会ホームページに感染症拡

大に伴う各種支援制度や各種セミナーをタイムリーに掲載して内容の充実を図つた。また、公式ツインタ

ーアカウントを開設するなどして、法人会の認知度向上に繋げた。

さらに、会ホームページについて、3月 末に、スマホ対応や入会・セミナーの申し込みが直接できるよう

ヅニューアルした。

6.その他

(1)公益目的事業等のための「一般寄附金」を募り、募金者については承諾のうえ広報誌で顕彰した。

(2)京橋法人会館2階会議室の空き時間を利用し、貸出業務を行い財務強化の一助とした。

(3)地球温暖化防止対策報告書制度の普及推進への積極的協力。

組織の状況
会員数

令和 3年 3月 31日現在

(正会員 2, 176社
2, 277社
日 特別会員 101社 )

役員等

事

事

員議

理

監

常

37名 (内 常任理事 19名 )

2名

37名

支部数 7支部

部会数 3部会
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令和2年度 事 業 実 施 状 況 報 告 書

令和2年4月 1日 ～令和3年 3月 91日

岱 1 1 税知路の管及を目的
R2415 公 1-1 本部 新殻法人説明会(中止)

(1)

R262 公 1-1 本部 新設法人説明会 (中止)
(1)会社にかかる税金、(2)自 主点検チェックシートの脱明
講師:京橋税務署担当官、東京税理士会京格支部税理士

R2818 公 1-1 本部 新設法人説明会(中止)
(1)会社にかかる税金、(2)自 主点検チェックシートの説明
講師 :京構税務署担当官、東京税理士会京構支部税理士

R2102 公 1-1 本部 新設法人説明会 (中止)
(1)会社にかかる税金、(2)自 主点検チェックシートの説明
聴節:京福税務署担当官、東京税理士会京構支部税理士

R2123 公 1-1 本部 新設法人説明会 フ 7
(1)会社にかかる税金、(2)自 主点検チェックシートの説明
講師:京構税務署担当官、東京税理士会京構支部税理士

R323 公 1-1 本部 新設法人説明会(中止)
(呵 )会社にかかる税金、(2)自 主点検チェックシートの説明
講師:京構税務署担当官、東京税理士会京構支部税理士

新設法人説明会 合計1回 7 7

R2424 公 1-1 本部 決算法人説明会 (中止)

1

R2512 公 l 
Ⅲ

l 本部 決算法人説明会 (中止)
源泉所得税、消費税留意点

R264 公 1-1 本部 決算法人説明会(中止)
(1)会社の決算・申告の案務、(2)法人税改正事項、源泉所得税、消費税留意点
講師:京構税務署担当官、東京税理士会京構支部税理士

202/7/2 公 1-1 本部 決算法人説明会(中 止)
(1)会社の決算・申告の実務、(2)法人税改正事項、源泉所得税、消費税留意点
講師:京構税務署担当官、東京税理士会京橋支部税理士

R2820 公 1-1 本部 決算法人説明会 (中止)
1 源泉所得税、(2)法人税改正事項、

官当

R298 公 1-1 本部 決算法人説明会(中止)
(1)会社の決算・申告の奥務、(2)法人税改正■環、源泉所得税、消費税留意点
講師:京槽税務署担当官、東京税理士会東橋支部税理士

R2106 公 1… 1 本部 決算法人説明会(中止)
(¬ )会社の決算・申告の奥務、(2)法人税改正事項、源泉所得税、消費税留意点
講師:京精税務署担当官、東京税理士会京格支部機理士

R2115 公 1-1 本部 決算法人説明会 20 12
(1)会社の決算・申告の実務、(2)法人税改正事項、源泉所得税、消費税留意点
講師:京欄税務署担当官、東京税理士会京梧支部税理士

R2128 公 1-1 本部 決算法人説明会 6G 18
(1)会社の決算,申告の実務、(2)法人税改正事項、源泉所得税、消費税留意点
講師:京格税務署担当宙、東京税理士会京指支部税理士

R3114 公 1-1 本部 決算法人説明会(中止)
(1)会社の決算・申告の実務、(2)法人税改正事項、源泉所得税、消費税留意点
路師:京構税務署担当官、東京税理士会京梧支部税理士

R325 公 1-1 本部 決算法人説明会(中 止)
(2)法人税改正事項、源泉所得税、消費税留意点1

R334 公 1-1 本部 決算法人説明会(中 止)
(1)会社の決算・申告の実務、(2)法人税改正事項、源泉所得税、消費税留意点
講師:京裾税務署担当官、東京税理士会京構支部税理士

決算法人離明会 合洋2回 86 30

R2415 公 1-1 本部
特別説明会r軽減税率制
度・印紙税」 (中止)

R2612 公 1-1 本部 特別説明会 :G 2 演題「源泉所得税 案務のポイント」、講師 :税理士 水谷 翠氏

R2827 公 1-1 本部 特別説明会 32 1 渡題「交際費」、講師:税理士 加美裕史氏

R291 公 1-1 本部 特別説明会 96 2
演題
講師

「軽減税率制度実施後における実務のポイントと印紙税の取扱い」
1京梧税務署 担当官

R2110 公 1-1 本部 特別説明会 51 2
LⅣE配信併用 (年前)

演題「令和2年分 年末調整等に際しての留意事項」、講師税務署担当官

R2119 公 1-1 本部 特別説明会 4G 1

LⅣE配信併用 (年後)

演題r令和2年分 年末調整等に際しての留意事項」、講師税務署担当官

R21110 公 1-1 本部 特別説明会 49 電
日VE配信俳用 (午前)

演題「令和2年分 年末調整等に際しての留意事項」、講師職務署担当官

R21110 公 1-1 本部 特別説明会 46 2
ての留意事項」、講師税務署担当官

uVE配信併用 (年後)

演題「令和2年分 年末調整等に際し

R21116 公 1-1 本部 特別説明会 51 2 演題「法人税申告書別表4と 5から会計と税務を学ぶ」、講師:税理士 曽宮 崇広 氏

R2123 公 1-1 本部 特別説明会 11 1 演題「国際源泉(人的役務を中心として」、講師:税理士 阿瀬 薫氏

R3126 公 1-1 本部 特別説明会 2g 21

第一部 演題f公益法人等の税務処理について」、講師 :日 本格・京橋税務署担当官(中

止)            二部 演題「行政庁(東京都・内閣府)から指摘を受け
た事例と会計研究会の今年度検討状況」、講師:高 山昌茂氏 (日 本格法人会共催 )

R3210 公 1-1 本部 特別説明会 3日 0 満題「法人に係る地方税の仕組みと注意を要する事項J、 講師:税理士 木内 寛 氏

R333 公 1-1 本部 特別説明会 71 2 渡題「電子帳簿等保存制度について」、講師:税理士 岩田 篤氏  Z∞ぃ併設

特別説明会 合計12回 476 42

R2916 公 1-1 本部
法人税申告書作成セミナー
(第 1回 )

12 0 回 )

当

R2109 公 1-1 本部
法人税申告書作成セミナー
(第2回 )

12 0 法人税申告書作成セミナー(第 2回 )

R21111 公 1-1 本部
法人税申告書作成セミナー
(第3回 )

12 0 法人税申告書作成セミナー(第 3回 )

R2118 公 1-1 本部
法人税申告書作成セミナー
(第4回 )延期 法人税申告書作成セミナー(第 4回 )延 期

R324 公 1-1 本部
法人税申告書作成セミナー
(第 5回 )延期 法人税申告書作成セミナー(第 5回 )延 期

117カ lオ
■十′F'F 11ヽ 内 ‐穀

歩加者数

参加若
総数
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令和2年度 事 業 実 施 状 況 報 告 書

令和2年 4月 1日 ～令和3年 3月 31日

R3、 3、9 も`1‐ 1 串齢 語命凧『締 :ミ
ナー

法人税申告書作成セミナー(第4回)再 盛期

36

R2917 公 1-1 本部
瀬泉所得税入門セミナー
(第 1回 )

10 0
源泉所得税入門(第 1回 )r毎月の源泉徴収」
硝師:京格税務署 山崎源泉担当上席

R21014 公 1-1 本部
源泉所得税入門セミナー
(第 2回 )

12 0 源泉所得税入関(第 2回 )「非課税所得、現物給与」

R21117 公 1-1 本部
源泉所得税八円セミナー
(第 3口 )

1捏 0 源泉所得税入門(第3回 )「年末調整」

R3121 公 1-1 本部
源泉所得税入門セミナー(第4
回)講4は中止し資群送付のみ

源泉所得税八門(第 4回 )「法定調書・確定申告」
※会場での常4は中止し、今畑者ヘテキスト郵送にて対応

R3218 公 1-1 本部
源泉所得税入門セミナー(第 5
回)講とは中止し資料送付のみ

源泉所得税人間(第 5回 )「報酬・料金、非居住者所得に対する源泉徹収」
※会増での講4は中止し、今加者ヘテキスト郵送にて対応

R3311 ヤ
ム
｀1~1 本部

源泉所得税入開セミナー(第6
回)酪韓は中止し資料送付のみ

源泉所得税入門(第 6回汀退職所得に対する源泉徴収」
※会増ての講4は中止し、今加者ヘテキスト郵送にて対応

漂泉所得穣入門セミナ‐ 合計0回 34

R2105 公 1」 1 支部
支部別研修会(第 4支部)

(統―テーマ)

11 2
講師:税理士 粛藤 明氏、京幡税務署 大田第1テーマ『融資の受け方テクニック』

碗揺官

R2108 公 1-1 支部
支部別研修会(第 1支部)

(銃―テーマ)

14 3
テーマ『補助金・助成金の活用のポイント』 講師:税理士 水谷翠氏、社労士 大臓ひ
と美氏、京梧税務署 大田第1統括官、菅原春理担当上席

R21013 公 1-1 支部
(第 5支部)支部別研修会

(統一テーマ)
9 2

離師;税理士 斎藤 明氏、京梧税務署 太田第1テーマ『融資の受け方テクニック』
統播官、菅原春理担当上席

R21016 公 1-1 支部
支部別研修会(第 2・ 3支部)

(統―テーマ)

lg 3
テーマ『補助金・助成金の活用のポイント』 講師:税理士 水谷翠氏、社労士 大脇ひ
と美氏、京構税務署 太田第1航悟官、菅原春理担当上席

R21021 公 1-1 支部
支部別研修会(第 7・ B支部)

(統一テーマ)

16 ヽ
テーマ『補助金・助成金の活用のポイント』 講師:税理士 水谷翠氏、社労士 大脇ひ
と美氏、京構税務署 大田第1統播官、菅原春理担当上府

R21027 公 1-1 支部
(第 6支部)支部別研修会

(統一テーマ)

13 1
講師 :税理士 舞藤 明氏、京格税務署 六田第1テーマ『融資の受け方テクニック』

航括官、菅原春理担当上席

R21029 公 1-1 支部
支部別研修会(第 9支部)

(統一テーマ)

12 1
テーマ『補助金・助成金の活用のポイント』 熱師:税理士 水谷翠氏、社労士 大脇ひ
と共氏、東構税務署 六田第1統括官、菅原春理担当上席

支椰別研修会(学―手すマイ合計7回 38 13

R2416 公 1-1 本部 税務相談(中止) 熊*キ税務相談

R2521 公 1-1 本部 税務相談(中 止) 無料税務相談

R2611 公 1-1 本部 税務相談(中止) 無料税務相談

R2716 公 1-1 本部 税務相談(中 止) 無料税務相談

R2917 公 1-1 本部 税務相談 0 0 無料税務相談

R21022 公 1-1 本部 税務相競 0 G 無料税務相談

R21119 公 1-1 本部 税務相散 1 0 無料税務相督賞

R21217 公 1-1 本部 税務相談 0 0 無料税務相観

税務相餞 合計4回 4

R292 公 1-1 本部 三者協議会

京構税務署、東京税理士会京格支部、京橋法大会の三者協触会
強題:支部別研修会の進め方、自由討議(今後の研修テーマ)多加者 :法人会(事業研
滲委員長、専務理事他)暑 (大田法1統播他)税理士会等(法人指導説明委員長、担当
韓師)

10

R21120 公 1-1 本部 調査部法人部会研修会 4g 14
第2部 常師 同   調査春理課主査 鈴木茂睦氏「令和2年度税制改正について」

講師 同 調査Bほ発課情報技術専門官 加賀寛規氏「税務手続のデジタル化に
ついて」

R3.127 公 1-1 本部 事業研停委員会 10 1 令和3年度事業計画(事業研修委員会所管事業)について

R3210 公 1-1 青年部会 租税教室 (中 止 ) 青年部会講師による租税教室。会場:城束小学校 1クラス 1回実施

R323 公 1-1 本部 三者協議会 8 5
京格税務零、東京税理士会京格支部との法人会の令和3年度 税務研修会の具体的実
施計画について

R3219 公 1-1 本部 第一プロック税務研修会 145 109
『コロナ禍における決算申告業務』 講師:税理士 鈴木 祐介氏
弟―プロック法人会(麹町・神田,日本構`東構・芝法人会共僧)

その他研停会等 合計S回 222 129

公 1…2 納税意離の高揚を目的とする事業

R273 ′ム`1~2 女性部会
税に関する惜はがきコンクー
ル応募用紙、今考教材の配
布

1171 11,1
管肉11公立小学校(対象4～6年生)を対象に、「第11回税に関する機はがきコンクール」
応募用紙、税学習まんが「おしいさんの赤いつぼ」を配布

R2928 ′ム`1~2 女性部会

中ザレ第一次審査
醐歩

翔
詢
会

10 0
内容 :募集作品全222作 品を、規程に基づいた選定基準に準拠し、女性部会役
員が52作品に紋つた

R21012 ′ム`1~2 女性部会
第11回税に関する機はがき
コンクール最終審査会

0
にて、長による選考委員女性・青■部会

R21111 ′ム`1~2 女性部会
第11回税に関する織はがき
コンクール入賞作品展覧会

入賞作品
展示朗間

(全30作品)をパネル展示 会場:銀座松屋、銀座三越
11月 11日 ～17日

Fiド ド ｀突れ■ 月日 キ|十 キヽ ,1ヽ「3 I I IIII.
参加者
総数

内 ―般

参加舌数
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令和2年度 事 業 実 施 状 況 報 告 書

令和2年4月 1日 ～令和3年3月 31日

鞭 (11(11 岱卜a 歳性‖白 弔珊 腿
観碑

10 展示作品の視察、記念撮影

計S回

R248 ′ム`1-2 本部 納税啓発キャンペーン(中 止)

街頭キャンペーン(1)納税啓発塔『銀の問』清掃、(2)納税啓発衝頭キャンペーン
京構税務署、中央都税事務所、中央区役所、関係6団体が銀慶地区数か所に別れ、納
税啓発チラン等を配布 法人会は銀座松屋前にて法人会長、青年部会長ほか、が多加
予定していたが中止

R269 ′ム`1-2 本部 納税啓発キャンペーン(中 止)

R21112 ′ム`1-2 本部 納税表彰式(中 止)

公1-3 税割激び税務に関する調査研究並びに提言に関する事業
R246 ′ム`1-3 本部 税務連絡協議会(中 止)

R2313 ′ム`1~3 本部 税制委員会(喜面審議) 令和3年度税制改正要望事項のとりまとめ

R2630 ′ム`1~3 本部 税務連絡協議会 22 13 令和元年度事業報告・決算報告 ほか 会長、専務理事出席

R2721 公1-3 本部 税務連絡協議会 21 13 京禍税務署新幹部と税務協力6団体長との意見交換、今後の事業計画について

R297 ′ム`1~3 本部 税務連絡協議会 21 13 税を考える週間、納税表彰式ほか

R2116 ′ム`1~3 本部 税務連絡協議会 43 15 京橋税務署新庁舎内覧会

R2108 ′ム`1~3 本部
第37回 法人会全国大会
岩手大会(中止)

ば令和3年度税制改正に関するスローガン》
・コロナ禍におけるはしい経営環境を踏まえ、中小企業に実効性ある支援と税制措置
を !

・はしい財政状況を踏まえ、コロナ収束後には本格的な税財政改革を !

R2114 ′ム`1~3 本部 税制改正に関する提言 12 8
「令和3年度税制改正に関する提言」を中央区長並びに中央区議会議長へ提出
多加者 松時会長、谷税制委員長、本田専務理事

R2116 ′ム`1~3 青年部会
蒻34回全口青年の条い
Bお屋大会 (中止う

R21125 ′ム`1~3 女性部会
全国 女 性 フオーラム

愛 爆 大会 (中止 う

R3128 ″ム`1~3 本部 税制委員会 10 2 令和3年度事業計画(税制委員会所管事業)について

公 2 地競企業の健全な発腱に■する事業

R241 ′ム`2 本部
広報議「法人きょう1ぎし」4・ 5
月号発行(498号 )

主な項目
(1)第 8回通常総会のお知らせ
掲載、(3.500部発行)

(2)令和2年度 研修計画、(3)令和2年度 税制改正大綱

R261 ′ム`2 本部
広報誌「法人きょ引ぎし」6'7
月号発行(499号 )

主な項目
部)第 8回通常総会のお知らせ、(2)簿記講習会案内、ほか(3.500部 発行)

R281 ′ム`2 本部
広報誌「法人きょ引よし」8・
9・ 10月 号発行(500号 )

主な項目
(1)第 8回通常総会報告、(2)京幡税務署人事異動、(3)法人税申告書作成セミナー案内
14)源泉所得税入円案内、(5)そ の他 (3,000部 発行)

R2111 ′ム`2 本部
広報誌「法人きょうIよし」11
12・ 月号発行(S01号 )

主な項目
(1)令和3年度税制改正に関する提言、(2)会員交流会報告、(3)そ の他 (3,000部発
行 )

R3125 ′ム`2 本部
広報誌「法人きょうばし」司

2・ 3月 号発行(502号 )

主な項目
印)事業報告、(2)織はがきコンクール入賞作品、(3)その他 (3000部 発行)

R2518 ′ム`2 支部 第7・ 8支部講演会 (延期)

R272 ′ム`2 本部 簿記講習会 180 0 7/2～9/1 全15回  受講者敦 12名  講師:税理士 布施昌喜氏

R21022 ′ム`2 青年部会 青年部セミナー 17 不 明

10100～講師 白潟総研 マーケティング担当 田代夏樹氏 演題r社長 Twにterは じめ
ませんか」

R2114 ″ム`2 支部 第7・ 8支部講演会・交流会 4コ

「―罰百戒」税理士 六塚―長氏
「人集まらずして繁栄なし」元中央区長 矢田美英氏
20名

1

R3122 ′ム`2 本部 広報委員会 7 0 令和3年度事業計画(広報委員会所管事業】こついて

R338 ′ム`2 青年部会 青年部セミナー 25 『会社法を活用した新しい自社株・事業承継対策の極意 !』

講師:船ビジコンネクスト根本 雅之 氏 Zoom俳設

公 9 地域社会への貢献を目的とする事業

R278 ′ム`3 支部 お絵かきうちわ贈星式 :も
北見第7・ 8支部長、金山第8支部常議員他、小林
年長組回児6名、中央区教育委員会 学務課2名 、

R278 ′ム`3 支部 お織かきうちわ贈皇式 社会福祉協議会:田中こl会長、古田島事務局長、他司名、法人会:北見第7・ 8
金山常議員、小林次長 うちわ贈星に対する協議会から第7'8支部へ感謝状

R2915 ′ム`3 本部
第12回文化芸能公演会

『ぎんざ寄席』 (中止)

R21025 ′ム`3 女性部会 中央区健康福祉まつリバ
ザー出晨(中止)

賞施 ■Л F ,(♯ 1ヽ
参力a君

総 数
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令和2年度 事 業 実 施 状 況 報 告 書

令和2年4月 1日 ～令和3年 3月 31日

耳2Fお¶与ど奉元壁輩』躍寄命2帥 博脅,"鳥噛 単,停贈サR21224 ′ム`3 女畿部●

典強 るための事業、その他法人の目的を建虚するために必要な事出

R2519 共益 青年部会 第31回 青年部会定時速福
協議会 (書面表決)

①令和元年度事業報告・決算幸n告、②令和2年度事業計画・予算案、③その他

R261 共 益 女性部会
第2G回女性部会定時連絡
協議会(各面表決)

①令和元年度事業報告・決算報告、令和2年度事業計画・予算案

R2721
―
共益 本部 意見交換会(中止) 京橋税務署新幹部と税務協力団体6団体役員との意見交換会

R299 共益 本部
企業間会員交流会(第4回

異業種交流会)
39 4

第1部 講演会「最後の浮世織師 ,II瀬 巴水の木版作品の協力」渡邊章―郎氏
第2部 交流会 1分聞PRタイム(新入会員紹介)、 青年部会による会員増強活動に向
けてシユプレヒコーザレ

R3114 共 益 本部 新春舗演会(中止)

“

)各団体会長感謝状贈呈式(2)講演「マルサの仕事(適正・公平な税務行政のために)」

講師:高構副署長

R3114 共益 本部 会長感謝状贈星式 42 納税貯蓄組合、青色申告会、京格法人会の各会長感謝状の贈星(従来、納税表彰式で
強り行つていたが中止に伴いBB係民間団体の会長感謝状贈呈式のみ切り難して実施)

法人
会計 法人の目的を達成するために必要な事業
R2423 法人会計 本部 監事監査会 7 2

令和元年度 1亭集実施報告 2会 計監査報告
松崎会長、泉総務担当El会長、本田専務理事、里野監事、宮坂監事

R2514 法人会計 本部 理事会(決議の省略) 主な議題:(1)第8回通常総会提出議案について、(2)報告事項

R2619 法人会計 本部 第8回 通常総会 73 0
第1号議葉 令和元年度事業報告、第2号議案 令和元年度決算報告、報告事項ほか
出席正会員数 ,3 (委任状 1,283)

R2623 法大会計 青年部会 幹事会 11 ク
主な議題:(1)定時連絡協議会の結果報告、(2)今後の事業について(次回青年部会セ
ミナー、青年部30周年記念事業、全国大会、租税教室 )、 (3)その他

R2821 法人会計 青年部会 幹事会 12 3
主な議題:(1)会 員交流会、(2)青年部会セミナー、(3)青年部30周年記念事業、(4)全国
青年の集い、(5)租税教窒、(6)そ の他(報告事項等)

R294 法人会計 女性部会 幹事会 11 0 主な議題:各種 (事業輿施・経過)報告、下半期事業の検討、日程調整等

R21015 法大会針 本部 理事会・常議員全体会議 3G

主な議題:1上半期の事業実施状況、収支状況及び韓務執行状況報告
2青年部30周年行事の中止及び退職借付引当資産の取崩し(付議事項)

3令和3年度役員改通、税制改正要望 他

R21113 法人会計 青年部会 幹事会 13 1

主な議題:(1)事業報告(青理協、会員交J二会、理事会ほか)(2)今後の事業(セミナー、
幹事会X3)報告事項(30周年の中止、表彰者)(4)そ の他 (青運協行事予定、」タイプの推
ヨ色重)

R21214 法人会計 青年部会 幹事会 9 0
主な酪題:(1)事業報告(第 lB部会長会)(2)今 後の事業(セミナー、租税教室、幹事会)

(3)報告事項(奨励賞表彰)(4)そ の他 (青連協行事予定)

R3121 法人会計 青年部会 韓事会(中 止)

R322 法人会計 本部 厚生委員会 12 G 令和3年度事業計画(厚生委員会所管事業)について

R3216 法大会計 本部 総務組織委員会 11 1 令和3年度事業計画(総務組織委員会所管事業)について

R3219 法人会計 本 部
第1プロック法人会専務・亭
務局長会議

7 5 第1プロック会長会の実施要領、各会の現状報告、意見交換等

R3311 法人会計 青年部会 幹事会 フ 0 令和3年度事業計画、周年行事、その他

R3318 法大会計 本部
役員等候補者選出委員
常任理事会

17 2
主な議題:1役員改選期に伴う全役員等の選任について

2令和2年度決算見込について

R3318 法大会計 本部 理事会 2G 4

1

2

3

4

5

6

令和2年度事業実施状況
令和2年度中の特定資産の積立て及び取崩しについて
令和2年 中の流動資産から基本財産への積立て
令和3年度事業計口(案)及び収支予算(案】こついて

資

程

定

日

特

の

の
会

中

総

産

常

年

通
神
噛

令
第

主な議題

Zoon併 設

通常韓会 合計 1回

理事会及び常鵬員全体会鵬(常任理事会含) 合計 4回

盛事監査会 合計 4回

青年郎会定時違構協驚会・幹事会 合計 0回

女性部会定時違鶴協鵬会・幹事会 合計 1回

その他余鵬・委員会等 合計 4回

3月 31日 までに予定していた事業で実施しなかつた事業は、新型コロナウィルス感巣症拡大防止の
した事業以外は無く、予定していなかった事業で新たに実施した事業はない。

1以上のとおり、令和3年
観点から、中止・延期を

2事業報告の附属明細書
令和2年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第34条第3項に

規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成しない。

|

参加若
総数

内一般

参 l理 者妥女 事茸イPメ ツド(猟 ヽ ▼禁名十:エ ビマ今
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〔第2号議案〕令和2年度決算報告承認の件

(単位 :円 )

34,810,298

1,106,100

0

199,318

66

35,738,947

451,1

158

0

32,411

△ 928,649

655,000

0

166,907

108

982 6

991 1454 991 0

991 4 154 991

10,213,260

17,396,772

6,547,006

3 000

17,396,772

6,547,006

0

10,855,77 ０

　

０

　

０

△ 5642,

101,772,132

201,587

34,548

110,798,255

104,295,408

230,009

87,645

110,798,255

△ 2,523,276

△ 28,422

△ 53,097

2 2

341 563 1 06

70,000

233,886

0

0 000

70,000

234

0

△ 663

0

△

3 663△

1

10,213,260

1

10,855,770 △ 642,510

0

11 1 2 770 △ 642 10

11 717 146 12 2 1 △ ()55 173

0

346 78

０

　

０

31 244 2

０

　

０

54,991,514

778

54,991,514 0

000

329 3 17 653

資産の部

1.流動資産

現金預金

未収会費

未収金

前払費用

立替金

流動資産合計

2.固定資産

(1)基本財産

基本財産定期預金

基本財産合計

(2)特定資産

退職給付引当資産

減価償却引当資産

周年行事積立預金

会館修繕積立預金

特定資産合計

(3)その他固定資産

建物

建物附属設備

什器備品

土地

電話加入権

その他固定資産合計

固定資産合計

資産の部合計

Ⅱ 負債の部

1.流動負債

未払法人税等

前受金

前受会費

仮受金

流動負債合計

2.固 定負債

退職給付引当金

預り敷金

固定負債合計

負債の部合計

Ⅲ 正味財産の部

1.指定正味財産

(う ち基本財産への充当額)

(う ち特定資産への充当額)

2.一般正味財産

(う ち基本財産への充当額)

(う ち特定資産への充当額)

正味財産の部合計

341 1
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正味財産増減計算書

1.経常増減の部

(1)経常収益

基本財産運用益

基本財産受取和1息

特定賢産運用益

特定賛鹿受取利息

受取会費
正会員受取会費

事業収益

研修事業収益

社会貢献活動収益

不動産賃貸事業収益

書簿販売事業

健康診断等事務手数料収益

受取補助金等

全法連助成金

東法連補助金

受取負担金

受取負担金

受取寄附金

受取寄附金

雑収益

受取利息

64,000

14,501
14,501

49,942,840
49,942.840

4,77117kl

51,S26,

2.853,1

2,414,

453,620

5,080,1

51,526,

△

619,581

△

△ 157,

△ 1

△

△

△ 7

△ 7

△

△

△

△ 1

96,672

△ 493,605

△ 335,900

△ 1,081

役員報酬

給料手当

退職給付費用

福利厚生費

会議費

会場費

修縛費

旅費交通費

通信運搬費

減価償却費

消耗品費

印刷製本費

光熟水料費

賃借料

保険料

諸謝金

租税公課

支払負担金

委託費

新閉図 it年 費

渉外費

推費

管理費

役員卓置酬

給料手当

退職給付費用

福利厚生費

会議費

会場費

修需費

旅費交通費

通信運搬費

滅価償却費

消耗品費

印刷興本費

光熱水料安

賃イ昔科

保険料

宣伝広告費

租不党公課

支払負担金

支払寄附金

委託費

新聞図書:費

渉外費

事業費

1,824,21

6,327

247.

235,I

4,142,801

227

118,930

24,1

114,113

77

972,281

1,782,171

1,124,35S

38,000

1,672,791

2,521,031

171

581

63,

3,

140,027

81

27,20″

1,942,591

397,804

1,129,86

3,091

211,811

600,

2,872,761

2,243,083

214,292

2,911,158

705,545

15,301,348

1,359,149

3,851,307

123.008

1,767

377

△ 17,056.058

△ 4,234,

△

△

△ 1

△ 1

△

△ 1,895,

76,181

△ 784.

△

△

△ 680,431

△

△

△ 367,794

△ 1

△

△

△

△ よ

40,932

△ 465,C00

24,1

△ 40,741

△ 1

△ 9,

△ 164

△

△ 1

△ 4,161

△

△

△

△ 9,397,725

△ 254,040

△ 569,582

△ 5,506

△ 462,928

評価損益等計

当期経常増減額
2経常外増減の喜

“
(1)経常外収益

経常外収益計
(2)経常外費用

固定資産除却損
什器備品除却損

雑 損失

雑損失

経 常外費用 計

当期経 常外増減額

他会計振替額

税 引前 当期一般 正味財 産増減額

法人税・住民税及び事業税

当す切一般 正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

Ⅱ 指定正味財 産増減の部

受取補助金等

受取全法連助成金

一般 正味財産への振誉額
一般正味財 l壇 への振替額

当期指定正味財産増減額

指定工味財産期首残高

指定正味財産期末残高

287

329,3

17

18,OH

△ 16,5

△

287,900

△ 287,900

18,OH,134

0

16,582.000
16,532,900

△

△

△ 3

△

　

△

　

△

829,813,244

△

Ｗ

14,326,700

△

△

△

18,323,500

0

3,200

0

△ 335,900

335,900

335,900
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特定資産運用益
特定資産受取利息

受取会費
正会員受取会費

事業収益
研修事業収益

書籍販売事業
健康診断等事務手数料収益

受取補助金等
全法達助成金
束法連補助金

受取負担金
受取負担金

社会貢献活動収益
不動産賃貸事業収益

受取寄附金
受取寄附金

雑収益
受取不可息

41

17.333.138

0
0

17
17

0
0

0

4,994.284

1.073.201

27.468.561
27,468,561

1.257.517
0

1,257,517

0

18.8

4,

41

540.000

14.501
14,501

1。944

49.942.840
49,942,840

4,771.711

1,073.201
31

蜘弾中孵鍛線鵬申韓岬附蝉蝉鞘碑競鞭蜘報弾燐搬餓蜘碑的強鍛鍛船い呻］贈蝉螂鞘硼錦鱒螂韓姫孵

管

1,

524,

905,9

213

760,

1,541,321

2.231.

1,782,171

790.309
23、 000

1,785,777

42.360.738
5,668,001
17,134,909

591.648
3,985,789

95,679

3,

157

0

634,329
6,310

13,855

192,097

334
15

235.1

0

24,1

17

0

0

11.066.553
1、 672
2.521

581,141
429.145
179,600
520.240
128.323

11

227

144,1

235,1

87

46.
6.327

17

4、 142,80
227
760、

76.181
1,147

2、 230,727
247

2.1

1,824,21

972.281
1,782,171

1.124,355

1,672,791

2.521,031

24、 119
171,070
581,

429,

98.400
206.140

固定資産除却損
什器備品除却損

雑損央

当翔一般正味財産増減額
一般正咲財産期首残高

受取全法連助成金
一般正味財産への振替額

一般正味財産への振替額
当期
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財務諸表に封すると記

1,重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有 目的の債券については、償却原価法によつている。ただし、取得価額と債券金額との差額に重要性が

乏しい場合は、償却原価法を適用しない。

(2)固 定資産の減価償却の方法

建物は定額法により、建物附属設備及び什器備品は定率法により減価償却している。

(3)引 当金の計上基準

役員退職慰労引当金および退職給付引当金は、当期末の自己都合による退職金要支給額を勘案して計上している。

(4)消費税等の会計処理

消費税込額で表示している。ただし、課税事業者に該当していない。

2.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(参考)会館修繕積立預金の当期増カロ額20,300,000円 の内訳は、流動資産より積立てた。

3.基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

4.固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

科   目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本只オ産

定期預金 54,991,514 0 0 54,991,514

小  計 54,991,514 0 0 54,991,514

退職給付引当資産

減価償却引当資産

周年行事積立預金

会館修繕積立預金

10,855,770

17,396,772

6,547,006

0

0

0

0

,000

5 10,213,260

17,396,772

6,547,006

20,300,000

小  計 34,799,548 20,300,000 642,510 54,457,038

89,791,062合  計 20,300,000 642,510 109,448,552

科  目 当期末残高
(う ち指定正味財

産からの充当額)

(う ち一般正味財

産からの充当額)

(う ち負債に

対応する額)

基本財産

定期預金 54,991,514 0 (54,991,514) 0

小  計 54,991,514 0 (54,991,514) 0

特定貧産

退職給付引当資産

減価償却引当資産

周年行事積立預金

会館修繕積立預金

10,213,260

17,396,772

6,547,006

20,300,000

0

0

0

0

0

(17,396,772)

(6,547,006)

(20,300,000)

(10,213,260)

0

0

0

小  計 54,457,038 0 (44,243,778) (10,213,260)

合  計 109,448,552 0 (99,235,292) (10,213,260)

科  目 取得価額 滅価償却累計額 当期末残高
建物

建物附属設備

什器備品

126,163,800

682,500

974,471

24,391,668

480,913

939,923

101,772,132

201,587

34,548

合  計 127,820,771 25,812,504 102,008,267
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5.満期保有目的の債券

満期保有目的の債券の内訳は、次のとおりである。

国債 10,000,000円 ただし、特定資産として保有している。

6.補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

7.指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

8,関連当事者との取引の内容

該当なし。

9.重要な後発事象

該当なし。

附属明細書
1基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産の明細は、財務諸表に紺すると記 2.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高に記載

している。

2.引 当金の明細

(単位 :円 )

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上

の記載区分
助成金

全法連助成金

補助金

東法連補助金

全法連

東法連

0

0

16,532,900

2,286,395

16,532,900

2,286,395

0

0

合  計 0 18,819,295 18,819,295 0

内  容 金  額

16,532,900

16,532,900

経常収益への振替額

受取補助金等計上による振替額

合  計

科 目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

退職給付引当金 10,855,770 0 642,510 0 10,213,260

合計 10,855,770 0 642,510 0 10,213,260
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(単位
質 f音ヌ 憔 表 科 目 場所・物量等 便 用 H田 等 釜 石貝

(流勲 賢置 )

未収金
前払費用
立替金

手許有高
当座預金
みずほ銀行築地支店 (口 座0018567)
みずほ銀行築地支店 (口 座0102626)
三井住友銀行京橋支店
三菱U町銀行新富町支店
三菱U尉銀行築地支店
三井住友銀行銀座支店
城南信用金庫銀座支店

三菱U可銀行新富町支店
城北信用金庫中央支店
l支部三菱UF」銀行京橋中央支店
2・ 3支部みずほ銀行銀座支店
4支部三菱UF」銀行銀座通支店
5支部昭和信用金庫京橋支店
6支部城北信用金庫中央支店
7・ 8支部三井住友銀行築地支店
9支部三菱UFJ銀行月島支店

郵便貯金
振替貯金
未収会費

みずほ銀行集地支店

運転資金として

運転資金として

令和元年、令和2度分

火災保険料等

4競員労働保険料等

運転資金として

運転資金として

34,319,298

9,124

30,382,078

73,259

154,459

10,703,001

15,986,561

1,141,130

1,030,249

1,293,419

3,666,310

501,482

29,091

99,013

495,911

370,734

293,953

860,970

203,950

296,418

1,014,788

345,0541

竜錮
36.209.981

その他固定資産

特定資産

基本財産

退職給付引当資産

周年行事積立預金

建物

建物附属設備

引当資産

土 地

三菱UF」銀行新富町支店定期預金
三井住友銀行京橋支店定期預金
城北信用金庫中央支店定期預金
国庫債券 (ゆうちょ銀行扱)

定額郵便貯金
城北信用金庫中央支店定期預金

城北信用金庫中央支店定期預金
定額郵便貯金
三菱UF」銀行新宮町支店定期預金
三井住友銀行京橋支店定期預金

定額郵便貯金
三菱U可銀行新富町支店定期預金
三井住友銀行京橋支店定期預金

城甫信用金庫銀座支店定期預金

中央区湊Ⅲ13■

(1階～5階 延べ床面積314.95∬ )

中央区湊卜13■

会議室音響設備
追加工事一式

中央区湊1-18-1
′くノコン1台

備忘勘定
中央区湊卜13■

(面積109,1∬ )

中央区湊卜13-1

益を管理費の財源として使用して

いる

将来の資産取得のため釉立てている

年事業のためイ資立てている

(特定費用準備資金 )

(特定費用準僚資金。公益目的

事業等と法人会計で414%使用

益事業等と法人会計で147%使用

収益事業等と法人会計で414%使用

共用財産

るヽ

目的として、将来

事業て586%使用 )

共用財産 公益 日

公益 日的

公益 目的事業

10,213,260

6,600,000

3,613,260

17,396,772

8,000,000

1,000,000

4,342,728

41054,044

6,547,006

5,000,000

409,962

1,137,044

20,300,000

20,300,000

101,772,132

201,587

88,924

112,663

34,548

34,542

6

110,798,255

218.568

54,991,514

11,271,639

4,319,875

29,400,000

10,000,000

322.473.642

358.683.624
(M勲負債 )

未払法人税等

前受金 テナント4月 分賃料

70,000

233,886

303.81

(固定負債 )

退職給付引当金
預り敷金

退職往の支払いに備えたもの 10,213,260

1.200.000

11.413.260

11.717.146

346.966.478
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監 査 報 告 書

公益社団法人 京橋法人会

会長 松 崎 宗 仁 殿

私たち監事は、令和2年4月 1日 から令和3年3月 31日 までの事業年度の理事の職務の

執行を監査いたしました。その方法及び結果について、次のとおり報告いたします。

1 監査の方法及びその内容

各監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整梼

に努めるとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び使用人等からその職務σ〕

執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、

業務及び財産の状況を調査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事

業報告について検討いたしました。

さらに、会計帳簿又はこれに関する資科の調査を行い、当該事業年度に係る計算書類

(貸借対照表及び正味財産増減計算書)及びその附属明細書並びに財産目録についで

検討いたしました。

2 監査意見

(1)事業報告等の監査結果

一 事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認めます。

二 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な

事実は認められません。

(2)計算書類及びその附属明細書並びに財産目録の監査結果

計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の状況を

すべての重要な,く において適正に示しているものと認めます。

令和 3年 5月 13日

公益社団法人 京橋法人会

監事 星 野 雅

13
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年度別「特定資産の積立て及び取崩し」状況

1.青年き8会 30周年記念式典は新型コロナウィルス感染症対策により中止。

2.会館修繕積立預金は京橋法人会館中期修繕計画書を基に算定 (l抑シミズ・ ビルライフケア作成)

★退職金負担相当額の総額は、支給額から「特退共積立金」を差し弓|いた額である。

(単位 :円 )

Ｐ
切

〔
銚
眸
珊
矧

三

▼
（ω
し

令和3年度

取崩し額

O

4,080,OOO

4,OSO,OOO

令和 2年度

取崩し額

642,510

令不82/10
理事会承認済

(1,908,OOO)

取崩 し中止

642,510

積立額

O

O

O

20,300,000

20,300,OOO

令和元年度末
積立額

10,855,770

17,396,772

6,547,O06

O

34,799,548

積立て内容及び取崩し期間

事務局職員及ぴ常勤役員の退職給付
引当資金

「事務局贈員退職子当規程第4条」及び
「役員報酬費用規程第4条」に基づく支給

周年行事積立預金

青年部創立 30周年記念式典

京橋法人会館 中期修繕計画
(2021年～2029年)

合  計

特定資産

退贈給付
ヨI当費産

減価償却
ヨi当資産

周年行事
積立預金

会館修繕
積立預金



〔報告事項 (2)〕

令和 3年度 事業計画

I 基本方針

法人会の「基本理念」に則 り、よき経営者を目指すものの団体として、納税意識の向上と企業

経営及び社会の健全な発展に貢献するための事業展開を図る。

併せて、組織の強化、研修活動の充実を図り、地域企業の健全な発展と地域社会への貢献を目

的とする事業の展開を推 し進めるため、次の重点事項を定める。

Ⅱ 重点事項

1.総務組織関係

(1)会員数の減少傾向が続いている中で、組織の充実強化を図るため、協力 3社とも連携 1プ 、

会全体が一九となった組織的な会員増強を図る。

特に、前年度新たに設けた会員増強月間においては、役員及び会員一人一人が率先 して地域

企業との接触の機会を捉え、積極的な会員増強を図る。

(会員増強月間)

。5～6月  全法連の施策と歩調を図つて役員等による加入勧奨を重点的に行 う。
。10～ 12月  会全体として、会員が一丸となって会員増強を図る。

(2)税知識の普及並びに納税意識の向上を目的とした租税教育活動、「税に関する絵はがきヨン

クール」の充実を図るとともに、国税電子申告・納税システム「c‐Tax」 並びに地方税の「eLTax」

について、税務当局及び関連団体と連携 しながら一層の利用率向上に努める。

さらに「自主点検チェックシー ト」の活用を推進 し、企業の税務コンプライアンス向上に努める。

(3)管内の異業種事業経営者同士の情報交換の場として、会員交流事業を開催 し、会の活性化

と存在をアピール し会員増強にも繋げる。

(4)社会貢献活動の一層の推進を図るため、地域の社会福祉活動への積極的支援に努めるととも

に、地域社会、地域企業への貢献を目的に 「地球温暖化対策報告書」の提出推進をはじめと

した環境尉策事業、並びに職場の健康づくり支援事業にも関係官庁 と連携 して積極的に取 り

組む。

(5)法人会の目的に沿つた会務の運営に努め、事業内容の見直し等により公益性を高める事業

活動の充実を図る。また、組織の活性化を図るため、法人会事業への積極的な参画と次代を

担 う若手役員の発掘に努める。

(6)税務署をはじめ関係官庁、支部税理士会並びに納税団体、友誼団体との連携を一層緊密にす

るよう努める。

2,税制関係

税制改正要望に当たっては、税制のあり方を十分検討した上で、都心部の特殊性 と地域企業

のニーズに加え新型コロナの影響等を踏まえた要望意見を取 りまとめ、当会独自の税制改正

要望を提出し、全法連が中心となる「税制改正提言」に協力するとともに、政府および関係

官庁に働きかける。

3,広報関係

(1)公益社団法人京橋法人会「税と地域の情報誌『法人きょうばし』」とホームページを通じて、
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会員へのタイムリーかつ有用な情報提供を一層充実させ、会員サービスに努める。

(2)広 く一般に対 しての税の啓発活動を中心とした税情報、社会貢献活動等を中心とした地域

情報等、公益法人 としての活動内容の広報に努めて、法人会の認知度向上に努める

(3)デジタル化の進展に対応 して、より利便性の高いサービスの拡充を図るとともに法人会の

認知度向上に努める。

4.事業研修関係

(1)法人会の基本理念に沿つて、租税法を重点とした研修会を実施するほか、経営者のための時

機に応 じた研修会を開催 し、広く一般の地域企業の参加も見据えた公益事業の強化に努める。

この場合 、デ ジタルイ監と感染症への対応 として、オンラインセ ミナーを積極的に実施するぉ

また、他の法人会、関係民間団体との共催を視野にスケールメリントを活かした研修事業を

展開する。

(2)経営支援サービス 。会員サービス事業の普及・利用促進を図り、企業の健全な発展に貢献

する。

(3)会員交流事業 (異業種交流会)を継続事業として、会の活性化及び新入会員の発掘に繋が

る事業に育成する。

5.厚生関係

(1)ス ケールメリットを活かした様々な割引・共催制度である各種福利厚生制度の一層の周知

に努めるとともに、会員 (異業種)交流会や芸術・文化振興事業を通じて、「身近な法人会」

として認知度向上に努める。

また、各種共済制度等の厚生事業が会務運営の大きな収入源であることを認識 し、協力 3社

との連携を強化する。

(2)「 文化芸能公演会」は、当法人会の地域社会貢献活動の目玉的事業であり、一層の定着と、

併せて、地域企業関係者の慰安と福利厚生に資する。

Ⅲ 具体的事業計画

【公益事業 I】 税知識の普及と納税意識の高揚並びに税の提言に関する事業

1.税知識の普及を目的とする事業 【事業研修・支部・部会】

(1)新設法人説明会、決算法人説明会をはじめとする、各種税務研修会の開催

(2)小学生に対する『租税教育』の実施、体験学習等の支援

2.納税意識の高揚を目的とする事業 【総務組織・広報 。部会】

(1)納税表彰式、納税モニュメントをはじめとする街頭キャンペーンの実施

(2)税に関する「絵はがきコンクール」の実施

(3)広報誌やホームページによる税情報の発信

3.税制および税務に関する調査研究並びに提言に関する事業 【総務組織・税制 。部会】

(1)税制に関する調査研究、税務行政に対する意見要望等の情報収集

(2)税制に関する要望、意見の取りまとめ

(3)政府、国会、地元選出議員等に対する税制改正に関する提言の実施

(4)全法連主催の全国大会、全国青年の集い、女性フォーラムヘの参加による情報交換等の実施
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(5)上部団体主催の税制セミナーヘの参加による情報収集

(6)関係官庁および税務協力団体 との情報交換、意見交換の実施

【公益事業Ⅱ】地域企業の健全な発展に資する事業 【事業研修・広報・厚生 。部会】

(1)簿記講習会をはじめとする経営、経理、労務等のセミナーの実施

(2)広報誌及びホームページによる企業情報並びに地域J隋報の発信

(3)企業の税務コンプライアンス向上のための「自主′点検チェックシー ト」の活用推進

【公益事業Ⅲ】地域社会への貢献を目的とする事業 【総務組織・厚生 。支部 。部会】

(1)地球温暖化対策報告書制度の普及推進

(2)「 中央区健康福祉まつり」への支援 。参画

(3)文化芸能公演会 「ぎんざ寄席」の実施

(4)中央区社会福祉協議会等慈善団体への寄付

(5)そ の他支部単位での地域ボランティア活動

【収益事業、その他事業等】

1,会員の福利厚生に関する事業 【厚生】

(1)会員企業とその従業員、家族が利用できる宿泊施設の利用推進

(2)会員企業及びその従業員等を対象とした各種保険事業の推進

2,会員の支援に資するための事業 【総務組織・事業研修・支部・部会】

(1)会員サービス事業の斡旋

(2)役員、会員を対象とした交流 む親睦を目的とした事業

(3)周年行事の実施

3.組織 。財政基盤の強化 【総務組織 C事業研修・厚生】

(1)期間 (5,6月 、10～ 12月 )を設けた会員増強活動の推進と目標数 (各支部の常議員以上と青

年部 `女性部幹事以上の役員数)の設定及び優績者 (一人 3社以上)の表彰

(2)会員交流事業 (会員交流会)を開催し法人会の認知度、組織力を高める

4。 その他本会の目的を達成するために必要な事業 【総務組織・支部・部会】

(1)通常総会・常任理事会 。理事会・全体会議・委員会の開催

(2)支部総会・部会定時連絡協議会

(3)テナン トヘの賃貸

(4)会議室のレンタル

(5)関係図書、セミナーの斡旋

(6)寄附金募集について一層のPRに努める

※別添「令和 3年度 事業計画の主な日程一覧表」参照
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(公社)京橋法人会 令和3年度 事業計画一覧表

【ブE:ッサム
ホー ,じ】

Zヽ不 ′

第5回

【法人会】

第6回

【法人会】

【法大会】

弔畳選手雲

理事会

2(水 )

【プロッサム】

3(本 )

【プロッサム】

第4回

【法人全】

第5回

【法人会】

協査諄法人研修

18
プヽロ

r装 人全1

三奮協凛雲

厚生委員会

鯰務銀楡

磯務連構協議会

12(水 )

【ブロッサム】

第3回

【法人会】

第4回

【法人会】

27

公益法人等
説明会」

税口委員会
【羞大会】

区報委員会

事業研停委員会

18(火 )税違協

翼協交欲会

【東武ホテル】

12(水 )広報議Ⅲ23男 号

】【

新春セミナー

1(水 )

【税務署】

14(火 )

【印刷】
4(木 )

【義務署】

第2回

【法人会】

第3回

【法大会】

r別表4,5」

26(金 )【印Fl】

醜と部法人部会
研

“

出語r,'Eッサム】

16o「19

年末調整

L法大会勇

18(木 )納程表彰武
中

|

1(月 )広 報誌 11‐ 12貝 号

【中央区役所】

義の提言活動

意見交換会

25(ホ )

青年の集い【後支】

税鶴セミナー

16(火 )全国女性
フォーラム【新潟】

4(月 )

【税務署】

5(火 )

【機務署】

第1回

【法人会】

第2回

【法人会】

「交服 等J

12(火 )【印刷】

14(木)

常任理事会
全体会議

【プロッサム】

6(月 )

【印層】

第1回

【法人会】

6(月 )

特別講瀬会
「SNSで業績・集客
アップ」
【日本構公会生】
≪支部男雪税務研修会 (載―テーマ)≫

第1支部～第9支部
9月 下旬～10月

三者協議会

【法人会】

会員交議会
【フ・ロクサム】

“

(火う広襲
‐
患 9‐ lo月 景

】

8(金 )

8く水)ぎんざ野席

【フ・ロクサ

/1-9/ り

1

17(火 )

【法人会】

13(ホ )

【法人会】

9月 もしくiま

10月 スタート

「グループ避ユ
観度」

20(金 X印扁】

6(金 )

特別酪演会

田村 濶氏講演会
【日本格公会堂】

2(金 )

【法人金】

9く金)「税務調査」
【印口J】

27(火 )「補助金」
【m日】

13(火 )

特別講演会
田原構一朗氏 講
演会【ブロッサム】

《野巳露営会≫

7/1～ 9/2 全 15回
18:00～ 20:30

29(本 )税違協

意見交換会

【東武ホテル】

租税数室関係事業は磁時
~

2(水 )

【法大会】

3(木 )

【法大会】

r役員給与」

23(ホ )【 印弔】

22(メt)

『インポイス観監」
午前・午後

【法人会】

3(ホ )耳9烹椰
研修会・機会
【月島区民館】

税務連絡協議会

お絵かき
うちわ贈星武

【管内幼雑口】
【京精社協】

刊(火 )広議 誌 6‐ 7・ 8貝 号

10(木 )

青年部袋セミナー

定時違倍協議会

11(火 )

【法人会】

「現旬惜与」

24(月 )【 印Fl】

27(木 )

新入社員・
新任経理担当者
租税セミナー

【プロッサム】

猛縄竃雪
Ц報蹴

中監封

27(本 )

定時連機協議会

【法大会】

7(ホ )

【プロッサム】

3(本 )

【プロッサム】

9(金 )

新入社員ビジネス
マナー

【東実健保会館】

義務連絡協議会

|

:(末 )広報 蓋 4ヽ 3月 暑

新設法人

決諄法人

ニユ機入厠
(全6回 )

特 別
説明金

眸掏他
”・瑚磯

研
修
会

・
セ
ミ
ナ
ー

等

総会
理事会

委員会等

税連協

その他事業

9烏    |   !o月 ?022守
R4/1月

残日,laョ 数‐講師i

月R3′
2021年

Ⅲ2月:1,日8月7月
3日2月

μ
３

会場略 :【法人会】・・・京橋法人会館  【税務署】 ,・ 京橋税務署   【ブロッサム】・…銀座プロッサム(中 央会館)  【印刷】…日本印刷会館



令和3年度 収支予算書
令和3年 4月 1日 から令イn4年 3月 31日 まで

科  目 当 年 度 前 年 度 差 異

ι経常増滅の部
(1)経 常収益

基本財産運用益

基本財産受取和〕息
特定貸藤運用益

特定庶産受取利思

受■〔会責
正会員費よ1文 会費

r茶収益

研修事業収益

社会貢献手策収益

不動産貸賃事茶収益
蕃籍販売事業収益

健康診断等事務手数料収益

受取補助金等

受取全 Iお運助成金

受取束法連補助金

受 li文 符附金

受取寄附金

受取負担徒

受取負控金

経収益

受取和1,g、

雑収益

よ

47

47

40,000

16,932,900
15,132,900

1,800,000

400,000

500
500

15,000
15,000

50,000,000
50,000,000

5,155,000

650,000

1,600,000

2,900,000

5,000

0
18,882,900
16,332,900

2,300,000

400,000
400,000

1,550,000

1,550,000

450,100
100

450.000

12,500

12,500

△ 13,000

△ 13,000

△ 2,600,000

△ 2,600,000

△ 760,000
△ 150,000

△ 650,000

△ 100,000

0

40,000

△ 1,900,000

△ 1,400,000

△ 500,000

0
0

△ 1,350,000

△ 1,350,000

△ 120,050
△ 50

△ 120,000

経常収益計 69,672,95Ю 76.403.500 △ 6.730,550
(Z,極 巧了質

'H事業黄

役員報酬

給料手当

,と懸絡付費ナ鳴

福41厚生費
会議費

会J務 費

濫費交通費

通イヨ運搬写セ

滅価,:去「費

消耗品贄

膠縛賛

印邦1製本費

光熟水料費

貸借科

保 1集料
話錦金

広告宣伝費

租税公課
支払負担&
支払寄「任金

蓼託費

新聞,X」 番費

′屏外費

本壁賓

管理費

役員報母‖

給料手当

選1競給付費用

福利厚生費

会議費

会器費
l薫 費交通費
通イ言運搬費

減価篠却費

イH耗品費

修羊き費
印邪1lBl本賛

光黙水料費

貨借料

保険料

語謝金
広告宣伝費

れ税公諜

支払負担企

烹払寄ⅢFl金

会 it費

新聞図群費

渉外賓

雑賛

51,446,898
6,327,20Ю

15,797,784

1,261,44り

3,416,400

1,053,000

1,800,000

:,831,200

3,089,500

2,160,050

180,200

83,440
2,174,200

667,520
551,880
772,5rじ 9

4,000,000

0
1,084,7ツ 0
668,000

0
2,931,800

520,000
5,000

1,071,000

11,927,307
1,672,800

2,236,216

178,560

483,600
800,000
70,000
168,800

590,Oυ 0

4Z6,950
324,800
16,560

655,800
132,480

78,120
113,441

0

100,0001

疇鞘

61,849,212
6,327,Z00

21,643,332

693,780

4,414,300

3,590,000

1,950,000

1,924,000

2,887,000

ツ,241,000
327,900

66,600

3,Z03,000

716,000

571,000

1,336,000

4,200,000

0

1,126,000

476,000

0

2,961,000

G00,000

5,000

5(Jl,000

14,75と ,518
1,672,800

3,063,668

98,200

624,850

1,940,000

377,000

ZtO,000

595,000

438,000

436,000

13,000

793,000

14ツ ,000
81,000

193,000

0

100,0001

珊

△ 10,402,318

0

△ 5,845,54劇

567,600

△ 997,900

△ 2,537,000

△ 150,000

△ 92,800

20Z,500

△ 80,950

△ 146,800

16,840

△ 1,028,800

△ 48,480

△ 19,120

△ 563,441

△ 200,000

0

△ 41,Z80

192,000

0

△ 29,200

△ 80,000

0

480,000

△ 2,824,2H
0

△ 827,452

80,360

△ 141,250

△ 1,140,000

△ 307,000

△ 41,200

△ 5,000

△ 11,050

△ 111,200

3,560

△ 137,200

△ 9,520

△ 2,880

△ 79,559

0

△ 720
△ 31,800

0

△ 79,800

500
△ 8,000

25000
経常費用計 63.374.200 76.600,730 △ 13226580

I平 価損益等調整前当期経常増減額

評価損益等計

当期経常増減額

2経 常外増滅の部

(1)経常外収益

経常外収益計

(2)経常外費用

経常外費用計

当期経常外増減額

他会計振替前当期一般正味財産増減額

他会計振替額

税】f前 当期一般正味財産増減額

法人税 住民税及び事業税

当期 一般正味財産増減額

一般正味財産期苗残高

一般正味財産期末残高

Ⅱ 指定 FE味財産増減の部

受取補助命等

受取全法連助成金

一般正味財産への振替額

一般正味財産への振替頴

当朗指定茫味財産増減額

指定正味財産期苗残高

指定正味財産l,l末残高

6,298,750

0

6,298,750

6,298,750

0

6,298,750

100,000

6,198,750

346,966,478

353,165,228

15,132,900

15,132,900

△ 15,132,900

△ 15,132,9001

01

‖

△ 197,230

0

△ 197,230

0

0

△ 197,230

0

△ 197,230

100,000

△ 297,230

329,313,214

329,016,014

16,532,900

16,532,900

△ 16,532,900

△ 16,532,900

0

0

0

6,495,980

6,495,980

0

0

6,495,980

0

6,495,980

0

6,495,980

17,653,234

24,149,214

△ 1,400,000

△ 1,400,000

1,400,000

1,400,000

0

0

0

Ⅲ 正味財産期末残高 353.165,228 329,016,014 24,119,214

てヽ】
Ч期中における設錦投資の予定はありません。
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(1)資 金調達の見込みについてい。当期中における借入れの予定はありません。 (2)設備投資の見込みについて


